
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２７年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 6. 公的個人認証事業

3. 戸籍住民基本台帳費

1. 戸籍住民基本台帳費 市民課

（佐倉市）　　

第６章
「ともに生き、支え合うまちづくり」～市民ととも 432

に地域の絆をそだてる行政運営～ 平成23年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策１１
市民サービスの利便性の向上に努めます 平成24年度 0

平成25年度 0

施策２
有効性・妥当性の高い情報システムの構築を図りま 平成26年度 0

す 平成27年度 432

0

0

平成２８年１月からのマイナンバー制度の実施に伴い、 公的個人認証機能に的確に対処することにより、行政サ 行政手続きのオンライン化が進み、様々な手続きがイン

対応した公的個人認証機器の整備を行います。 ービスのオンライン化に資することになります。また、利用者がオンラ ターネットを通じ手軽にできます。また、自宅のパソコンからインター

イン化された行政サービスを利用できる環境を整備します。 ネットを利用して行うことができ、窓口に行く手間が省けます。

　行政手続きのオンライン化の普及を進め利用で

きる手続きを増加させる必要があります。

差引一般財源 0 0 0 0


